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書き初め練習会 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

                          ＜ 大 和田 公 民館 ＞  

○ 開 設 の 趣 旨    広 々 し た 場 所 で 集 中 し て 書 き 初 め の 練 習 が で き る 機 会 を

提 供 す る と と も に 美 し い 字 を 書 こ う と す る 意 識 を 持 た せ る 。 

○ 期    間   令 和 ２ 年 １２ 月 ２５ （ 金 ）            

○ 時    間   ① 午 前 １ ０時 ～ 正午 、② 午 後１ 時 ～ ３時 (２ 部 制・計 ４ 時間 ）  

○ 対 象 ・ 定員   市 内 在 住 の小 ・ 中学 生 ・ 各 １５ 人  

○参  加  者   ３ ０ 人     

○ 講    師   書 道 家 ・ 元小 学 校教 諭  桜 井  イ サ子  

○ 事 業 内 容   太筆 や 細筆 の 正 し い筆 の 扱い 方 な ど を学 び 、そ れ ぞ れ の学

年 の 冬 休 みの 書 き初 め の 課 題作 品 を仕 上 げ る 。  

○ ま  と  め  

  年 末 に実 施 する こ の 講 座は 当 館の 風 物 詩 の 一 つ とな っ て い る。  

  こ こ 数年 は 中学 年 と 高 学年 以 上に 分 か れ て実 施 して い る 。 学年 を そろ え

る こ と で 講師 か らの 指 導 の 要点 を 共有 で き 、 年の 近 い参 加 者 同 士、 よ い刺

激 に な っ てい る よう で あ る 。書 き 初め に 初 め て挑 戦 する ３ 年 生 は筆 の 持ち

方 ・ 書 く 姿勢 か ら始 ま り 、 筆運 び や「 と め ・ はね 」 など の 要 所 を踏 ま え丁

寧 な 指 導 を受 け てい た 。  

  高 学 年以 上 のク ラ ス で は個 々 に相 談 に 応 じ、 苦 手な 小 筆 使 いや 画 仙紙 の

文 字 の 配 置に つ いて 練 習 を 進め て いっ た 。  

 私 語 も 少 な く 落 ち 着 い た 雰 囲 気 の 中 で 全 員 が 作 品 を 仕 上 げ る こ と が で き

た 。 指 導 後の 上 達が 子 ど も 達に も 実感 で き た よう だ っ た 。  

 ア ン ケ ー ト 結 果 も 好 評 で 、 次 年 度 も 参 加 を 希 望 す る 声 が 多 数 寄 せ ら れ た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽 体 育 室 で練 習 する 様 子         筆 遣 い や文 字 の配 置 な ど 要所 を 学ぶ  
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大和田小さな家おはなし会  
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                           〈 大和 田 公民 館 〉 

○ 開 設 の 趣 旨    ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 協 力 に よ り 子 供 た ち に 読 書 に 親 し む

機 会 を 提 供す る 。         

○ 期    間   令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ 日 ～ 令 和 ３ 年 ３ 月 １ ９ 日 ま で の 第 １ 及 び

第 ３ 金 曜 日。 た だし １ 月 は 第３ 金 曜日 の み （ 計１ １ 回）  

○ 時    間   午 後 ３ 時 ３０ 分 ～４ 時 （ 計 ５． ５ 時間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  市 内在 住 の乳 幼 児 又 は小 学 生と 保 護 者 ・ １ ０ 人  

○参  加  者   参 加 延 べ 人 数 ２５人    

○ 講    師   ボ ラ ン テ ィア サ ーク ル 「 大 和田 小 さな 家 」          

○ 事 業 内 容   

○ ま  と  め  

  当 館 利用 の サー ク ル「 大 和 田小さ な 家 」の 協 力を得 て 、様 々 な 絵本や 紙 芝

居 な ど を 通し て 絵本 の 楽 し さ 、日 本 や世 界 の お 話を 子 供た ち に 紹 介し て いる 。  

今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 応 の た め ４ 月 か ら ９ 月 ま で の 開 催 を 中 止

し た 。１ ０月 か らの 再 開 に 当た り 、大 和 田 小 さな 家 スタ ッ フ と 調整 し 、安 全

に 参 加 し てい た だけ る よ う 室内 の 換気 、座席 の 間 隔や 使用 備 品 の 消毒 の ほか

来 館 者 へ の検 温 ・手 指 消 毒 の案 内 など 配 慮 し て開 催 した 。  

恒 例 の 季 節行 事 はク リ ス マ ス会 の みと な っ て しま っ たが 、手 作り の カー ド

の 贈 り 物 は参 加 者に も 喜 ば れて い た。  

読 み 聞 か せの ほ か、 数 え 歌 や指 人 形劇 を 通 し  

て 子 ど も 達が 親 しみ や す い 内容 で 構成 さ れ て お  

り 、 手 拍 子や 拍 手を 多 く い ただ い てい た 。  

来 年 度 以 降も 安 全面 に 配 慮 しな が ら事 業 を 継  

 続 で き るよ う 努め た い 。

月  日  内  容  

第 １ ･第 ３ 金 曜 日  お 話 会  ・ 手 遊 び  ・ 絵 本の 読 み 聞 かせ  ・紙 芝 居  

１ ２ 月 １ ８ 日（ 金 ） クリスマス会 

・ 手 遊 び    

・ 絵 本 （ おし く らま ん じ ゅ う）  

・ 絵 本 （ クリ ス マス っ て な あに ）  

・ わ ら べ 歌（ 軍 手に ん ぎ ょ う）  

・ 絵 本 （ ゆき だ るま の あ た ま）  

・ 紙 芝 居 （こ う さぎ の ク リ スマ ス ツリ ー ）  
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歴史講座  
～新座今昔物語  わがまち新座のあゆみを学ぶ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

〈 大 和 田 公民 館 〉  

〇開設の趣旨   郷 土の 文 化や 歴 史 に 焦点 を 当て 、 先 人 の足 跡 を辿 る 。  

〇期    間  令 和 ２ 年 １ １ 月 ２ １ 日 （ 土 ）  

〇時    間  午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ０ 時 ３ ０ 分 （ 計 ２ 時 間 ）    

〇対象・定員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ ３ ０ 人     

〇参 加 者       ３ １ 人      

〇講    師  大 東 文化 大 学教 授  宮 瀧  交 二  

〇 事 業 内 容   令 和２ 年 に市 制 ５ ０ 周年 を 迎え る 新 座 市の あ ゆみ を 振 り 返

り 、 歴 史 を学 ぶ こと に よ っ て郷 土 への 関 心 を 高め る 。  

〇 ま と め 

  前 年 度に 引 き続 き 郷 土 史を テ ーマ に 開 催 した 。  

  「 新 座」の 名 前の 由 来 は ７５ ８ 年武 蔵 国 に 新羅 郡 が設 置 さ れ たこ と に遡 る 。

現 在 の 名 称「 新座 」へ の 変 遷 につ い ては 、平 安時 代 に成立 し た 当 時の 百 科事

典 で あ る『 和名 類聚 抄 』（ わ みょ うる い じ ゅ しょ う ）に 辿 る こ とが で き、日

本 風 に 改 めら れ た新 座 （ に ひく ら ）郡 と し て 記録 さ れて い る 。  

  一 面 の 茅 原 を 開 墾 し 農 地 開 発 が 進 む の は 江 戸 時 代 の 野 火 止 用 水 の 開 削 以

降 と な り 、雑 木 林の た た ず まい へ と姿 を 変 え てい く 。当 時 の 様 子を 古 地図 や

史 跡 の 写 真 を 交 え た 資 料 を 通 し て 解 説 が あ り 受 講 者 は 興 味 深 げ に 耳 を 傾 け

て い た 。  

後 半 は 文 学史 を 中心 に 講 義 があ り 、小 林 一 茶 が 野火 止 で詠 ん だ と され る 俳

句 や 伊 勢 物語 の 第十 二 段「 武蔵 野 」の場 面 が 紹 介さ れ た。こ の 他 に紀 行 文作

家 の 先 駆 けと な った 田 山 花 袋の『 東京 近 郊 一 日の 行 楽』に 収 録 され て いる 平

林 寺 訪 問 記の 紹 介な ど が あ り、武 蔵野の 原 風 景 につ い て作 品 を 通 して 触 れる

こ と が で きた 。  

講 座 終 了 後 の ア ン ケ ー ト で は 史 跡 や 新 座 に ゆ か り の あ る 人 物 に つ い て 関

心 を 持 つ こ と が で き た 、 郷 土 を 学 ぶ き っ か け に な っ た と の 声 が 寄 せ ら れ た 。 

 

『 草 津 道 の記 』  瓜 む い て 芒（ す すき ） の 風 に吹 か れけ り  小 林一 茶  

 

『 伊 勢 物 語』   武 蔵 野 は  け ふ はな 焼 き そ  若 草 の   

つ ま も こ もれ り  我 も こ も れり  
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日本文学講座  

～日本の宝！百人一首の世界を学ぶ～  
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〈 大 和 田 公民 館 〉  

〇開設の趣旨    明 治 以 降 か る た と し て 流 行 し 、 民 衆 に 広 く 愛 さ れ て

き た 百 人 一 首 の 世 界 を 学 ぶ 。  

〇期    間   令 和 ２ 年 １ ２ 月 １ 日 ～ １ ２ 月 ２ ２ 日 ま で の 毎 週 火 曜 日

（ 計 ４ 回 ）  

〇時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計 ８ 時 間 ）    

〇対象・定員   市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ ２ ０ 人     

〇参 加 者        ２ ０ 人  参 加 延 べ 人 数 ７ １ 人     

〇講    師   国 文学 研 究者  棚 木  恵 子               

○ 事 業 内 容                      

〇 ま と め 

   今 日 か る た と し て な じ み 深 い 百 人 一 首 は 明 治 以 降 流 行 し 、 民 衆 に 広 く 愛

さ れ 、 そ の魅 力 は色 あ せ る こと な く、 令 和 の 時代 に も読 み 継 が れて い る。  

  講 座 で は 詠 み 人 た ち の 生 活 や 時 代 背 景 の 解 説 を 通 し て 和 歌 を 読 み 解 き 、

４ ５ 番 ・ ４ ７ 番 ・ ６ ７ 番 ・ ８ ９ 番 歌 な ど 『 源 氏 物 語 』 と 関 わ り の 深 い 和 歌

の 紹 介 や 貴族 社 会に お け る 和歌 の 重要 性 な ど につ い て学 ん だ 。  

    菅 原道 真 公の ２ ４ 番 歌（ 流 罪 前の 宇 多 上 皇の 行 幸に ち な ん だ名 歌 ）は「紅

葉 」 の 色 調 の 美 が こ の 和 歌 以 降 尊 ば れ 、 他 の 文 学 作 品 へ 派 生 し た と さ れ る

文 学 史 上 意 義 深 い 和 歌 で あ る こ と な ど の 解 説 が あ り 、 ア ン ケ ー ト で も 菅 原

道 真 に 関 連し た 史実 へ の 関 心も 高 かっ た 。  

      今後 も アン ケ ー ト 結果 な どを 参 考 に より 多 く  

    の 方に 文 学の 楽 し み を知 っ てい た だ け るよ う 、  

    こ の講 座 を充 実 さ せ たい 。

回  月  日  内    容  

１  １ ２ 月  １日（ 火） ・ 歌 神 ・ 藤 原 定 家 に つ い て ・ 勅 撰 和 歌 集 に つ い て  

２  １ ２ 月  ８日（ 火） ・ 奈 良 か ら 平 安 ま で の 時 代 背 景 ・ 菅 原 道 真 に つ い て  

３  １ ２ 月 １ ５日（ 火） ・ 貴 族 社 会 と 和 歌 ・ 歌 よ み の バ イ ブ ル 『 源 氏 物 語 』  

４  １ ２ 月 ２ ２日（ 火） ・ 藤 原 四 家 に よ る 専 制 と 上 昇 婚 の 手 段 と し て の 和 歌  
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パソコン≪エクセル初級≫講座  

～エクセルで毎日の血圧管理を～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

〈 大 和 田 公民 館 〉  

○ 開設の趣旨   身近 な 題材 で 計 算 ソフ ト 「エ ク セ ル 」の 基 本操 作 を 習 得す  

る 。  

○ 期 間  令 和 ２ 年 １ ２ 月 １ ８ 日 （ 金 曜 日 ）・ １ ９ 日 （ 土 曜 日 ）  

（ 計 ２ 回 ）  

○ 時 間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計 ４ 時 間 ）  

○ 対象・定員  市 内在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ０人  

○ 参 加 者  １ ０ 人  参 加 延 べ 人 数 ２ ０ 人   

〇 参 加 費  教 材 費 １ ５ ０ 円  

○ 講 師  黒 江  直 行  

○ 事 業 内 容  

○ ま と め 

  表 計 算ソ フ ト「 エ ク セル 」を 学 ぶ講 座 で 、今 回 の初級 編 で は ２日 間 をか け

て 入 力 の 基本 か ら簡 単 な 作 表機 能 を学 び 、受講 者 に 身近な 血 圧 デ ータ の 管理

表 を 作 成 した 。  

  初 日 は書 式 設定 な ど の 入力 の 基本 を 確 認 した 後 、画面 に 収 ま り切 れ ない 広

範 囲 の デ ー タ が あ っ た 場 合 の 範 囲 選 択 の 仕 方 や 便 利 な シ ョ ー ト カ ッ ト 機 能

の 紹 介 や オ ー ト フ ィ ル 機 能 を 使 用 し て 効 率 的 に 入 力 す る 方 法 な ど を 学 習 し

た 。  

２ 日 目 は 講 座 後 も デ ー タ の 追 加 が で き る よ う に ワ ー ク シ ー ト の 増 や し 方

や 万 年 カ レン ダ ーの 作 り 方 を学 び 、血圧 の 数 値 に連 動 した グ ラ フ でデ ー タを

可 視 化 で きる よ うな 管 理 表 を作 成 した 。  

教 材 の Ｃ Ｄ－ Ｒ ＯＭ を 持 ち 帰り 予 習・復 習 が で きる た め効 率 よ く 学習 で き

た と 好 評 であ っ た。中 級 講 座も 受 講し て み た いと の 要望 を い た だき 、パソ コ

ン 学 習 に 興味 を 持っ て も ら えた よ うだ っ た 。

回  月  日  内    容  

１  １ ２ 月 １ ８日 （ 金）  基 本 操 作  書 式 設定 な ど  

２  １ ２ 月 １ ９日 （ 土）  作 表  デ ータ 管 理の ヒ ン ト など  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

パソコン≪エクセル中級≫講座  

～お仕事に活かしてみませんか～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

〈 大 和 田 公民 館 〉  

○ 開設の趣旨   計算 ソ フト 「 エ ク セル 」 の便 利 な 機 能を 学 びス キ ル ア ップ

を 目 指 す 。  

○ 期 間  令 和 ３ 年 １ 月 ９ 日・１ ６ 日・２ ３ 日・３ ０ 日 の 毎 週 土 曜 日

（ 計 ４ 回 ）  

○ 時 間  午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～ 正 午 （ 計 １ ０ 時 間 ）  

○ 対象・定員  市 内在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ０人  

○ 参 加 者  １ ０ 人  参 加 延 べ 人 数 ３ ５ 人   

〇 参 加 費  教 材 費 １ ５ ０ 円  

○ 講 師  黒 江  直 行  

○ 事 業 内 容  

○ ま と め 

仕 事 等 で エ ク セ ル を 使 用 し て い る 方 を 対 象 に ス キ ル ア ッ プ を 目 指 す 趣 旨

で 毎 年 開 講し て いる 。講 座 では 便 利なシ ョ ー ト カッ ト キー の 紹 介 やマ ウ ス操

作 の 便 利 な 機 能 な ど の 紹 介 を 交 え ２ 時 間 半 に わ た る 講 座 を 飽 き さ せ な い よ

う 工 夫 さ れて い る。  

現 役 世 代 が参 加 しや す い よ う土 曜 日の 開 催 と して い るが 、参 加者 の 大 半は

高 齢 者 で 占め ら れて お り 、今後 周 知方 法 等 の 工夫 が 必要 だ と 思 われ た 。ア ン

ケ ー ト で は す ぐ に 実 務 で 応 用 で き そ う な 関 数 や 便 利 な 機 能 を 学 ぶ こ と が で

き た と い う 御 意 見 や 業 務 で 使 っ て い た 機 能 を 基 礎 か ら 学 ぶ こ と が で き た と

好 評 だ っ た。

回  月  日  内    容  

１  １ 月  ９ 日（ 土 ）  書 式 設 定  入 力 規則  

２  １ 月 １ ６ 日（ 土 ）  ピ ボ ッ ト テー ブ ル  

３  １ 月 ２ ３ 日（ 土 ）  便 利 な 関 数機 能  条 件 付 き 書式  

４  １ 月 ３ ０ 日（ 土 ）  デ ー タ ベ ース 機 能  書 式 設 定   



－１８－⑦ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

寒さを吹き飛ばせ！楽しく健康ストレッチ講座  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

                            <大 和 田公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    自 宅 で も 取 り 組 め る ス ト レ ッ チ を 学 び 運 動 習 慣 を 身 に 付

け る 。  

○ 期    間   令 和 ３ 年 １月 １ ９日 （ 火 曜 日）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時～ 正 午 （ 計 ２ 時 間）  

○ 対 象 ・ 定員   市 内 在 住 又は 在 勤の 方 ・ ２ ０人  

○参  加  者   ２ ０ 人  

〇講    師   サ ー ク ル 講 師  年増  千春  

〇 事 業 内 容   椅 子を 使 用す る こ と で高 齢 者で も 手 軽 に行 え るス ト レ ッ チ  

        を 体 験 し 、体 を 動か す 楽 し さや 爽 快感 を 味 わ う。  

○ ま  と  め  

  コ ロ ナ対 応 で自 宅 に と じこ も る時 間 が 増 える 中 、無理 な く 取 り組 め るス ト

レ ッ チ を 学び 日 頃の 運 動 不 足を 解 消す る と と もに 、運動習 慣 を 身 に付 け てい

た だ け る よう 講 座を 企 画 し た。  

  講 師 の提 案 によ り 椅 子 を使 用 する ス ト レ ッチ 内 容で あ っ た が、膝 に痛み が

あ る 方 も 、 高 齢 の 方 も 安 心 し て 参 加 し て い た だ け た と 思 う 。「 運 動 は 脳 トレ

の 一 つ で す 。」 と 講 師 が 案 内 し て い た と お り 手 足 を 大 き く 動 か し 、 ２ 時 間の

講 座 中 飽 きる こ とな く 集 中 して 取 り組 ん で い た。  

  ア ン ケー ト 結果 も 好 評 であ り 、今後 運 動 系 の講 座 を希 望 す る 方も 多 かっ た 。 

参 加 年 齢 を特 に 設定 し て い なか っ たた め か 、運動 強 度を増 や し て ほし い など

と い っ た 声も 複 数寄 せ ら れ た。  

  健 康 への 関 心は 高 く 、 より  

 幅 広 い 年齢 層 の方 に 参 加 して  

 い た だ ける よ う今 後 も 企 画し  

て い き た い。  

  講 師 が指 導 する サ ー ク ルへ  

 の 見 学 希望 者 も複 数 お り 、館  

利 用 の き っか け 作り に な っ た  

と 思 わ れ る。  

 

 

 



 －１８－⑧ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

早春！ノルディックウォーキング講座 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   健康的で充実した生活を送るための基礎体力増進を図る。 

〇期    間  令和３年３月１０日・１７日の毎週水曜日（計２回） 

〇時    間  午前１０時～正午（計４時間）    

〇対象・定員  市内在住又は在勤の方・３０人     

〇参 加 者       ３１人 参加延べ人数５９人 

〇講    師    特定非営利活動法人日本ノルディックウォーキング協会 

〇 事 業 内 容   ノルディックウォーキングの技法を学び全身を効率よく動かすことによ

って運動する楽しさを学ぶ。 

〇ま と め    

  北欧発祥のノルディックウォーキングはスキー競技であるクロスカントリーのオフシー

ズン中のトレーニングを起源とするスポーツで、幅広い年齢層の方に親しまれている。器具

を使って四肢を安定させ無理なく関節の可動域を広げるとともに、効率よく有酸素運動がで

きることから注目されている。 

  軽体育室で軽いストレッチの後、屋外でウォーキングの講習を受け道路に出て付近を散策

した。 

  コロナ対応のためマスクを着用してもらい、ソーシャルディスタンスを保ちながらではあ

ったが、体調を崩すこともなく全員がノルディックウォーキングに取り組んだ。傾斜のある

公園や坂道での講習では関節に負担がかかりにくい歩き方など日常生活で取り入れられる

工夫も教わり参考になったようだった。 

  当日は快晴で屋外での解放感もあり、運動する楽しさを満喫してもらえたようだった。ア

ンケートでは、講座を継続希望する声が多数寄せられた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   体重を利用したストレッチの様子         坂道での歩行練習の様子 



 －１８－⑨ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

人権研修 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                                   <大和田公民館> 

○開設の趣旨   公民館利用団体の代表者を対象に人権研修を行う。 

○期   間  令和２年１０月３１日（土） 

○時   間  午前１０時～正午まで（計２時間） 

○対   象  大和田公民館利用者懇談会運営委員会委員 

○参 加 者  ７人  

〇 事 業 内 容  啓発誌『人権アラカルト』配布 

        各利用団体代表者へ配布（窓口・郵送７０団体） 

○ま と め 

  毎年、利用者懇談会後に人権啓発教材のＤＶＤを視聴していただく内容の研修を行ってい

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため利用者懇談会の開催を中止した。 

  代替措置として上記のとおり開催した運営委員会の委員に対し会議終了後、啓発誌『人権

アラカルト』を配布した。また、利用者懇談会構成員である各団体の代表者に対して会議資

料等と併せて啓発誌を窓口又は郵送配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


